
農産園芸研究所 

茶業研究所 
高原農業研究所 

草地畜産研究所 

球磨農業研究所 

天草農業研究所 

作物研究室 
バイオ育種研究室 

 花き研究室 
 野菜研究室 
096-248-6444 

生産環境研究所 
土壌環境研究室 
施設経営研究室 
病害虫研究室 
096-248-6447 

畜産研究所 
大家畜研究室 
中小家畜研究室 
生産基礎技術研究室 
飼料研究室 
096-248-6433 

アグリビジネス支援室 

フードバレー推進室 

生産情報システム研究室 

いぐさ研究室 

野菜栽培研究室 

いぐさ普及指導室 

0965-52-0372 

果樹研究所 
常緑果樹研究室 
落葉果樹研究室 
病虫化学研究室 
0964-32-1723 

096-282-6851 

0967-32-1231 

0967-22-1212 

0966-45-0470 

0969-22-4224 

〒861-1113 
熊本県合志市栄3801 
tel  096-248-6411 
fax 096-248-7039 
E-mail: 
noukenkikaku28@pref.kumamoto.lg.jp 

KUMAMOTO Pref.KUMAMOTO Pref.KUMAMOTO Pref.   

農業研究センター農業研究センター農業研究センター   

管理部 

企画調整部 

総務課 
経理課 
096-248-6412 

企画情報課 
096-248-6422 
096-248-6423 

本紙の内容に関するお問い合わせは、 

企画調整部 企画情報課 まで 

ご連絡ください 

１ 目 的 

 飼料価格高騰への対応、安全・安

心な畜産物の供給、飼料自給率の向

上のために、飼料用米の活用は有効

であり、筋胃を持つ鶏は籾米利用が

可能です。そこで、高品質肉用鶏

「天草大王」への飼料用籾米多給に

よる生産性等に及ぼす影響を明らか

にしました。  

２ 成 果 

（１）飼料用籾米を多給する際は、

肥育後期(5-10週齢)にはトウモロコシ

の75％ (重量比40％）を、仕上げ期

(11-15週齢)には100％（重量比56％）

を飼料用籾米で代替することによ

り、トウモロコシ主体の飼料(籾米0%
区)と同等に発育します。 

（２）飼料用籾米を多給する際は、

飼料中の代謝エネルギー(ME)を日本

飼 養 標 準 の 約90%に 下 げ て

（2,790kcal/㎏）設定しても同等の発

育を示します。 

 

（３）飼料用籾米の多給により、ト

ウモロコシ主体の飼料よりも正肉量

は減少しますが、筋胃の重量は増加

します。また、MEを低く設定するこ

とにより腹腔内脂肪量が少なくなり

ます。 

（４）飼料用籾米を多給すること

で、歯ごたえや加熱損失には大きな

影響を及ぼさないが、肉色や脂肪色

の赤色度および黄色度が低くなり、

黄色味が淡い鶏肉と白色優勢な脂肪

が生産されます。 

３ 普及上の留意点 

 （１）飼料用籾米を多給する時は、    

未登熟米を除去します。 

（２）飼料用籾米は鶏の嗜好性が良   

好 で 優 先 的 に 採 食 す る た め、   

タ ン パ ク や ミ ネ ラ ル、ビ タ ミ   

ン 類 を 多 く 含 む 粉 類 を 残 さ な   

いように給餌を工夫しましょう。 

（３）生産された鶏肉や脂肪の特徴

を、流通業者及び消費者へ周知しま

しょう。   

農研ＮＯＷ    春 号 平成２９年４月 

３ 

農業研究センター 

組織改編 

アグリシステム総合研究研

 農 業 研究 セ ン

ターでは農業を取

り巻く情勢の変化

や生産現場での環

境変化に対応する

ため、平成２９年

度から組織を改編

しました。 

 い業研究所につ

いて、い業研究、

振興のほか、野菜

産地づくり、フー

ドバレー推進業務

などの現在の多様

な役割を踏まえ、

「アグリシステム

総合研究所」に名

称 を 変 更し ま し

た。 

 更に、ICTや情報

処理技術等を活用

した効率的且つ生

産性の高い技術開

発を加速化するた

め、同研究所内に

「生産情報システ

ム研究室」を新設

するなど体制・機

能 を 強 化し ま し

た。 
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「ゆうべに」 
 当センター農産園芸研

究所が育成したイチゴ新

品種「熊本ＶＳ０３」

（商標名：ゆうべに）が

平成２９年２月８日に品

種登録されました。 

 熊 本 の「熊」で「ゆ

う」、いちごの紅色から

「べに」で「ゆうべに」

です。果実の中の赤色や

女性の口紅や頬紅の色、

そしてクリスマスを華や

かに彩るイチゴというイ

メージから命名されまし

た。 

「ゆうべに」は、価格の

高い11月からクリスマス

時期頃の収量が特に多

く、これまで本県で栽培

されていた品種に比べ大

玉です。果実は濃い赤色

で程よい酸味と甘さのバ

ランスがいい上品な良食

味です。 

 県下全域で栽培され、

平成２８年産から栽培面

積が大幅に拡大し、本格

的な生産が始まっていま

す。 
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１ 目 的 

 米価の低迷が続くなか、収益性を高める

ためには、省力・低コスト化が重要であ

り、規模拡大を進める必要があります。し

かし、現行の栽培体系では、機械作業時期

が集中し、規模拡大の制限要因の一つと

なっています。 

 そこで、熟期の異なる「ヒノヒカリ」及

び「あきまさり」と苗の種類を組み合わせ

ることで、機械作業時期を分散できる効率

的な機械利用体系を明らかにしました。  

２ 成 果 

（１）播種を同じ日に行った場合、中苗  

 （30日苗）に加え、稚苗（20日苗）、成 

  苗（４０日苗）を組み合わせること 

  で、移植適期期間が約20日間（６月中 

  旬～７月上旬）に拡大するとともに、 

  収量・品質は、苗の種類にかかわら     

  ず、概ね同等になります。 

（２）熟期の異なる「ヒノヒカリ」と「あ  

  きまさり」を組み合わせることで、慣 

  行（６月下旬移植ヒノヒカリ）の収穫 

  適期期間を約２０日程度拡大でき、収 

  穫の機械作業が分散されます。 

３ 普及上の留意点 

（１）水田苗代で育苗する苗の種類は、稚 

  苗（乾籾 180ｇ/稚苗箱）、中苗（乾  

  籾100ｇ/中苗箱）、成苗（乾籾75ｇ条 

  播/中苗箱）です。 

（２）施肥は、LP入り複合200-D45を4kg/a 

  を全量基肥で施用します。 

（３）稚苗移植の場合、中苗に比べ草丈が 

  低いため、スクミリンゴガイ生息地で 

  は、被害軽減のため田面の均平や浅水 

  管理等に注意して下さい。 

 

 

１ 

１ 

１ 目 的 

 天草地域における早期水稲と組

み合わせて栽培できる秋作スイー

トコーンの有望品種の特性を明ら

かにしました。 

２ 成 果 

（１）播種から収穫までの生育日

数は早生系品種より晩生系品種

（88日タイプ）が最大６日程度長

く、「ゴールドラッシュ90」はそ

れよりやや長くなります。 

（２）生 育 は、草 丈、葉 数、葉

長、茎径、分けつ数、最長分けつ

長等、全体的に早生系品種より晩  

生系品種が優れ、「ゴールド  

ラッシュ90」は晩生系品種の中  

でも、草丈、葉数、茎径等で優  

れ、旺盛です。 

（３）早生系品種より晩生系品種  

が、雌穂重 が重く、糖度が高  

く、「ゴールドラッシュ90」は、 

 

 

 

 

 

 

 

先端不稔が少なく、等級や秀品率 

が高くなります。 

（４）栽培終了時では「ゴールド   

ラッシュ90」の生根重が最も重  

く根量が多くなります。 

３ 普及上の留意点 

（１）天草農業研究所内の前作に

早期水稲作付後の露地ほ場で、白  

黒ダブルマルチを用いて行いま  

した。 

（２）移植栽培で行い、200穴セ

ルトレーで育苗しました。 

（３）肥培管理は、春作スイート   

コーンの施肥基準に準ずる。 

（４）「ゴールドラッシュ90」は

他品種より生育期間が長いこと   

から、確実に収獲するため圃場の

畝立て、播種が遅くならないよう

注意しましょう。 

 

２ 

被災地域の営農再開

に向けた熊本地震に

よる農地・作物生育

への影響に関する調

査研究 

 平成２８年４月に発

生した熊本地震により

本県の農地等では多大

な被害が生じました。 

 本調査研究は、本県

の速やかな営農再開に

向けて、農地の被害状

況を最新の技術を用い

て明らかにし、水稲や

果樹・野菜等への影響

や代替作物である大

豆・飼料作物類の生育

特性の把握について農

研機構九州沖縄農業研

究センター、熊本県農

業研究センター、農研

機構農業環境変動研究

センター、農研機構農

村工学研究部門が連

携・協力分担して実施

しました。 

 得られた研究成果

は、本県の農業の創造

的復興に貢献するとと

もに、地震による農地

の被災状況把握の基本

技術となります。 

写真１ ゴールドラッシュ90 

先端不稔とは 

先 端 ま で 実 が 詰

まっていない状態


